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事務事業名 男女共同参画センター管理運営 事業番号 007-042

担当部署名 市民人権 男女共同参画推進 男女共同参画センター

令和３年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和2年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

4

事業の概要

―

Ⅰ．基本情報

有 取組 男女共同参画に関する啓発

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ⑤地域防災力の向上

ゴール⑸ジェンダー平等を実現しよう ターゲット

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値

有

―

5.1

―

施策5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilient～ (1) 自助・共助・公助のバランスのとれた防災・減災力の向上

実施根拠 男女共同参画社会基本法・配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律・女性の職業生活における

活躍の推進に関する法律・堺市男女平等社会の形成の推進に関する条例（根拠法令、条例等）

指標名 ―

2 関連計画 第5次男女共同参画基本計画・第4期さかい男女共同参画プラン

事業開始年度 昭和 55

無 現状値 ― 目標値 ―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

出先機関（男女共同参画センター）

終了（予定）年度 令和 7 年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

全市民（約83万人）、堺市在勤・在学の方

公民連携・協働事業 ―

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

　すべての人が、互いにその人権を尊重しつつ、性別に関わりなく、その個性と能力を十分に発揮し、すべての分野におい

て対等に参画できる、男女共同参画社会の実現を図る。

5

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

・堺自由の泉大学：年間を通して一般教養講座･コース別講座･地域リーダー養成コース･サテライト講座･託児などを

　実施（令和2年度講座数約1,200回)

・コクリコさかいのつどい：昭和55年9月開館を記念した啓発事業。令和2年度は開館40周年を記念し、DVをテーマ

　にしたひとり芝居を実施

・女と男のエンパワーメント講座：エンパワーメントを図るための講座。料理講座や包丁研ぎ講座、防災講座などを実施

・男女共同参画センター相談：女性相談をはじめとして、DV、子ども虐待、子育て、人権などに関わる相談を実施

・その他貸館業務や図書の貸出、啓発事業など

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 株式会社セルボ彩

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

堺 自由の泉大学及びセンター主催事

業の延べ受講者数
人

目標値 80,000 40,000 30,000 50,000

当該指標を選定した理由
市民の意識改革や自己研鑽、自己実現などを図る講座の受講者数の増加は、男女共同参画社会の実現

に寄与するため。

令和元年度 令和2年度 令和3年度

堺 自由の泉大学及びセンター主催事

業の講座回数
回

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和7年度 

終了（予定）年度

80%

目標値の設定根拠・算出方法 受講者数から算出・令和3年度は講座数及び感染症対策による講座定員の削減等のため目標値を変更

実績値 66,057 32,191

達成率 83%

実績値 1,741 1,226

達成率

当該指標を選定した理由
男女共同参画社会の実現に向けた講座や、市民の自己研鑽・自己実現に向けた講座回数の増加は、延べ

受講者数の目標値達成に寄与するため、令和3年度より指標を変更。

目標値の設定根拠・算出方法 講座回数から算出・令和３年度は講座数の削減、感染症対策による閉館対応等を考慮し目標値を設定

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 ― ― 1,100



（ ）
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事務事業名 男女共同参画センター管理運営 事業番号 007-042

令和3年度　事務事業評価シート（２）

13

項　　　目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

Ⅲ．投入量
事業コスト （単位：千円）

事業費  (a)

市債 15,200 8,900 800 8,000

決算 決算 予算 決算 予算

財

源

内

訳

国支出金 586

115,612 122,620 119,618 91,960 97,437

357 867

府支出金　

受益者負担金(使用料、手数料等）　 126 146 197 67 145

5,888一部負担金等 7,617 7,308 7,734 5,622その他

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 155,312 166,520 165,618 137,960 137,737

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 92,669 115,166 102,201 85,114 82,537

人件費  （ｂ） 39,700 43,900 46,000 46,000 40,300

16

事

業

費

内

訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

4,251

R2 決算 1,120 1,120

R3 予算 7,200 7,200 R3 予算

R2 決算 5,918 5,918

男女共同参画市民啓発講座等

企画運営業務

R2 決算 59,943 54,407
光熱水費（電気・ガス・水道）

R2 決算

事業費

2,634

R3 予算 46,576 40,831 R3 予算 4,361

男女共同参画センター相談業務
R2 決算 5,622 5,622

その他使用料及び賃借料
R2 決算

男女共同参画センター清掃業務

R3 予算 5,744 5,744 R3 予算

R3 予算 699 699 R3 予算

男女共同参画センター冷暖房設

備保守点検業務

R2 決算 374 374
施設整備工事費

決算

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等） 受講者1人に対しての経費。

会計年度任用職員報酬
R2 決算 3,123 3,123

その他（謝礼金、消耗品など）
R2 決算

① 堺 自由の泉大学・センター主催事業の延べ受講者数 人

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費

17

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19

下記講座等を実施し、受講生に対し啓発活動や意識改革等を図り、男女共同参画社会の実現及び地域防災力の向上に寄与していると考える。

（堺市基本計画2025「２.人生100年時代の健康・福祉」に関連する取組）

　　・堺自由の泉大学のコース別の講座において、「健康体操」や「元気コーラス」などのコース別の講座を年間通して実施

　　・堺自由の泉大学の一般教養講座において、「元気なココロとカラダづくり」や「家庭の介護実践」の講座を実施

（堺市基本計画2025「４.人や企業を惹きつける都市魅力」に関連する取組）

　　・堺自由の泉大学の一般教養講座において、「寄り添いサポーター養成」や「ひきこもり支援サポーター養成」の講座を実施

　　・女と男のエンパワーメント講座を実施

（堺市基本計画2025「５.強くしなやかな都市基盤」に関連する取組）

　　・堺自由の泉大学の一般教養講座において、「環境と防災」や「堺セーフシティプログラム推進」の講座を実施

　　・女と男のエンパワーメント講座「災害時 防災減災シミュレーション」を実施

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18

　男女共同参画は国の最重要課題と位置付けられているが、各国における男女格差を測る「ジェンダー・ギャップ指数2021」において、日本の順位は

156か国中120位と低順位で先進国の中でも最低水準となっている。これは固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込み（アンコンシャス・バイ

アス）が存在していることなどが考えられ、市民への地道な啓発活動や意識改革が求められる。

　令和2年度は、新型コロナウィルス感染拡大防止策として、堺自由の泉大学及びセンター主催事業の講座数、定員数の削減を行ったことにより、約

1200万円の経費縮減となった。一方、定員数の削減等により延べ受講者数が減少したことで単位当たり経費は増加しているが、講座を受講された

市民（延べ年間30,000人以上）が地域リーダーとして、ジェンダー平等を啓発していく担い手となることが期待されることから、効果的な事業であると

考える。

予算

19,913 11,046

7,844 6,829

施設等修繕料
1,000 1,000

603 603

604 604

R2

3,185 3,185 R3 予算 8,155 7,977

単位区　　分 令和元年度

66,057

72,039

1,091

令和2年度

32,191

60,066

1,866

R3

4,779 4,570

うち

一般財源

2,548


